

















平成 26 年 5 月 1 日現在、公立学校に在籍している外国人児童生徒数は 73,289 人 となっ
ている。そのうち日本語指導が必要な外国人児童生徒 i数は 29,198 人で、日本語指導が必
要な日本国籍の児童生徒数は 7,897 人である（文部科学省「日本語指導が必要な児童生徒の
受入状況等に関する調査（平成 26 年度）」）。本稿ではこのような子ども達を CLD 児 ii
（Culturally Linguistically Diverse Children）とよぶ。CLD 児が年々増えるなか、彼らの言語
能力の測定方法においては、これまで全国的に利用可能な汎用的な測定方法が開発されて
いなかった。（文科省 HP「外国人児童生徒のための JSL 対話型アセスメント DLAiii」p.3 ）
このような背景のなか、2013 年（平成 25 年度）には、文科省から CLD 児の日本語能力測












2.1. ZPD（Zone of Proximal Development） とスキャフォールディング
 本稿で用いる用語の定義を紹介する。ヴィゴツキ （ー2001：298）は「発達の最近接領域」








る過程であるとする。                 （訳：平田 2013）
 本稿で分析対象にする CLD 児たちは、DLA の「読み」のあらすじ再生の部分で、自分一
人ではできなかったあらすじ再生というタスクを、実施者のある問いかけにより達成でき
た。この実施者の問いかけは、まさに ZPD にいる CLD 児のあらすじ再生を引き出した Scf
だと考えられる。
2.2. スキャフォールディングの先行研究






これまで、JSL 生徒を対象に Scf を取り入れた先行研究として、森沢（2004a、2004b、2005）、
入り込み指導における母語話者支援者の Scf を分析した清田（2012）があるが、いずれも理
解を深めるために Scf が用いられている。本稿では CLD 児の産出を促す Scf に注目する。


































本稿では、DRA と DLA の「読む」で、テキストを実施者と一緒に音読または黙読し、テ
キストを閉じてあらすじ再生する部分の音声データを文字化したものを、許可を得て使用
する。本研究で使用させていただいた音声データ 57 例の CLD 児は、6 歳から 12 歳までの
小学生 1 年生から 6 年生のもので、国籍は、中国、フィリピン、ベトナムなどである。また




DLA57 例を文字化し、あらすじ再生部分における Scf の必要度により、表１のようにⅠ
【Scf 必要なし】、Ⅱ【Scf 少し必要】、Ⅲ【Scf とても必要】、Ⅳ【分析対象外】の４つに分
けた。


















平田（2013）を用いて、分類項目を設定した（表 2 を参照）。本稿では、Ⅲ【Scf とても必
要】を質的に分析したところ、平田（2013）にはない Scf がみられた 3 例を取り上げる。
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表 2 ミクロ・Scf の分類項目
































62 T：  （先生の音読）これどんなお話だった？  
63 S：  （1.0）うーん                                    沈黙＝待つ 
64 T：  ん？                                         聞き返し 
65 S：  わからん。 
66 T：  全然わかんなかった？                            S の発話再生Ⅱ     
67 S：  ん？ 
68 T：  全然わかんなかった？だれが出てきたー？       質問の繰り返し・絞り込み質問 
69 S：  おとうと？                                    
70 T:  ん？                                         聞き返し                                
71 S:  おとうと。 
72 T：  うんうんうん、ん？ん？                            肯定・暗示的否定   
73 S：  おとうとー。 
74 T：  弟が出てきたー。うんそれからー？何してたー？Ｓの発話再生Ⅰ・肯定・促し・絞り込み質問 
75 S：  ぶどう。 
76 T：  ぶどうでてきたねー。そうだねー。そうだったそうだった。  Ｓの発話再生Ⅰ・肯定・同意 
で弟何してたかな？ぶどう、見て。                     質問の繰り返し 
77 S：  とる。 
78 T：  取ってたねー。うーん、そうだったー。                 Ｓの発話再生Ⅰ・肯定 
実施者（T）の Scf に注目しよう。まず、CLD 児の発話を 63 で「待つ」。なお、63 の CLD
児の「沈黙」は、表２の平田（2013）の Scf の「沈黙」とは明らかに違う。平田（2013）の
「沈黙」は、CLD 児の発言に対し、支援者が沈黙することで CLD 児自らが間違いに気づき、
修正を促すためのものである。しかし、本稿では CLD 児の発話ターンで CLD 児が沈黙し
ている。そのため、この沈黙は実施者が CLD 児の発話を待っていると考えられる。そして、
66 で CLD 児の発話をゆっくり優しい声でくり返しながら、68 で「だれが出てきた」のかと
いう登場人物に関する質問をする。CLD 児がそれに答えると、答えの正誤に関わらず、72
ですかさず肯定フィードバックを与える。74 で CLD 児の発話をくり返しながら、「それか







57 T： はーい、上手―。これどんなお話でしたかー？はじめて聞く人にわかるようにお話してー？ 
58 S： うーん、きつねとーぶどうとー、（うん）きつねのー（うん）（7.0）        沈黙＝待つ 
59 T： だれがいたー？最初。                               絞り込み質問 
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60 S： うーーーーん、うーーーーん。 
61 T： 最初だれがいたかな？                               質問の繰り返し 
62 S： うーーーーん。 
63 T： ふふふ、忘れた？                                    先取り 
64 S： 忘れた。 
65 T： あ、忘れた？（はーい）あ、じゃあ何が出てた？何が。        繰り返し・絞り込み質問 
66 S： うーんぶどうー。 
67 T： ぶどうとー、                                     Ｓの発話再生Ⅰ 
68 S： きつねー。 
69 T: そうだ。きつね何匹いたかなー？うん、なんび              肯定・絞り込み質問 
70 S: 2匹。 
71 T： 2匹いたねー。で、きつね 2 匹いて何してたー？     Ｓの発話再生Ⅰ・絞り込み質問 
72 S： うーん、きつね一人はぶどう取りにいってー、（うん）次の狐はー（うん）家で待っていたー。 
73 T： おーそうだそうだー。えっとひとりのぶどう、あごめん、一人のきつねはだーれ？肯定・絞り込み質問 
74 S： え？ 
75 T： ひとりの、あごめん、えっとぶどう取りにいったきつねはだれー？      質問の繰り返し 
76 S： えーお母さん。 
77 T： お母さんだーそうだー                           Ｓの発話再生Ⅰ・肯定 
お母さんのきつねはどうしてぶどう取りにいったのー？              理由求め  
78 S： あれーもうひとりのー（うん）きつねがー（うん）あれ、あれおなかすいたからー。 
79 T： おーすごーいよくわかってる。もうひとりのきつねはだれだった？  肯定・絞り込み質問 
80 S： （3.0）                                          沈黙＝待つ 
81 T： お父さん？ふふ                                    暗示的ヒント 
82 S： お父さんかなー。 
83 T： 誰だった？忘れちゃった？                      質問の繰り返し・先取り 
84 S： 忘れた。 
85 T： 忘れちゃった、うんいいよー。                         繰り返し・肯定 
じゃあもうひとりのきつねが泣いてたからーお母さんのきつねが取り行ってー Ｓの発話再生Ⅰ 
それでどうなったー？それでどうしたかなー？               促し・詳細求め 
86 S： １時間待ってもこないしー（うん）２時間待ってもまた来ない。 
（うんうん）3時間待ってもまたこない（うんうんうんうん）               肯定 
87 T： それでー？それでどしたー？                      促し・質問の繰り返し 
88 S： そして赤ちゃんきつねが泣いた。 
89 T： うんうんうんうんうん。赤ちゃんきつねが泣いた。           肯定・Ｓの発話再生Ⅰ 
うんそう。ん？赤ちゃんきつねが泣いた。               肯定・Ｓの発話再生Ⅰ 
（うん）そうだったねー。うんいいよー。よくわかってます。              肯定 
【データ２】も、【データ１】と同じ『きつねとぶどう』というテキストを読んだ後の CLD
児のあらすじ再生部分である。58 で CLD 児の発話が止まり、7 秒間の長い沈黙になってし
まった。だが、実施者はできる限り「待つ」。60、62 で「うーーーん」と CLD 児のあらす
じ再生が止まってしまうと、実施者は 63 で「忘れた」とやさしく問いかける。実施者が「分
からない」のではなく、「忘れた」を使うことで CLD 児が肯定しやすくなるよう、CLD 児
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の情意面に配慮した Scf だと考えられる。84 で CLD 児から再び「忘れた」という発言が出
ても、85 で「いいよ」と優しく肯定することで、CLD 児に安心感を与え、その後の発話の








ことはないだろうか。【データ 3】が沈黙してしまった CLD 児への Scf を示している。
 
【データ 3】 
56 T： （先生の音読）ここーまでさ、どんなことが今書いてあったー？先生読んだとこ。 
お話してみてー。 
57 S： 4年生になってー（うんうん）3年生のときー。                      肯定 
58 T： うん 
59 S： （9.0）                                              待つ    
60 T: あってるあってるうん、3年生のときー？                肯定・S の発話再生Ⅰ 








62 T： そうだねそうだねー。よく、よく言えましたー。                      肯定 
じゃーあーこのお話どんなお話続くと思うー？なんでもいいよー。         配慮 
63 S： （3.0）友達になる。                                      待つ 
64 T： おーーすごーい、いいことゆったー。                          肯定 
じゃあ読んでみよっか。（先生の音読）じゃあこっから○○くん、読んでー。 
65 S： （生徒の音読） 
66 T： 読むの上手だねー。はい、じゃーあこのお話どんなお話でしたか？初めて聞く人に 
わかるように教えてください。終わったら終わりってゆって。 






（16.0）                               肯定・Sの発話再生Ⅰ・待つ 
68 T: すごいと思ってどうしたんだっけ？（9.0）               質問の繰り返し・待つ 
すごーいと思ってーなんかゆった？（7.0）              質問の繰り返し・待つ 
うん隣の席の人がすごいと思ってー？                    質問の繰り返し 
69 S： （2.0）それはー（うん）どこの絵なのって（うん）聞いてー（うんうんうん）（5.0）  待つ・肯定・待つ 






70 T： そうだね。                                           肯定 
71 S： （10.0）                                             待つ 
72 T： あってるよーそれでー？                                肯定・促し 
73 S： （20.0）                                             待つ 
74 T： 最後、最後どうしたかな？                            絞り込み質問 
75 S： 学校に行けるようになってー（1.0）（うんうん）もうすぐー（うん）中山君とー 
（うん）話せるようになる（うん）って思った。 
76 T： おおーすごい上手に答えれたー。最後までゆえたー。○○くんすごいじゃないのー。 
できたねー。上手でしたー。すごいすごいよく覚えてる。              肯定 
先生ちょっと質問してもいい？うーんすごいなー。            事前予告・肯定 
あのーぼ、僕はー中山くんがーなんで話さなかっ、たか分かったってゆってくれたよね？ 
なん、なんで話さなかったの？                 S の発話再生Ⅰ・理由求め 
77 S： （1.0）恥ずかしい。                                      
78 T： あー何が恥ずかしいかったの？                      肯定・詳細求め 
79 S： 笑われる。 




（3.0）                                            待つ 























本稿では、Ⅲ【Scf とても必要】のデータ 3 例を分析した結果、平田（2013）の分析項目
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外国人児童生徒のための JSL 対話アセスメント DLA













である。(「外国人児童生徒のための JSL 対話アセスメント DLA」
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/clarinet/003/1345413.htm)















                                                   
